
同

『
日
置
荘
遺
跡
　
そ
の
五
』
全
九
八
九
年
）

同

『
太
井
遺
跡

そ
の
四
ほ
か
日
置
荘
遺
跡

そ
の
一
十
一
直

同

『
日
置
荘
遺
跡
　
そ
の
二
十
二
お
そ
の
六
』
未
刊

＝

＝

＝

＝

――

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

Ｈ

＝

＝

＝

‐―

む

日

Ｗ

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

＝

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

―‐

＝

＝

＝

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｕ

日

＝

Ｈ

Ｈ

＝

＝

＝

＝

的

―‐

＝

――

‐―

‐―

‐―

＝

よ

大阪
・二
嘘
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８２

所
在
地
　
　
　
大
阪
府
泉
佐
野
市
上
町
三
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
九
月
ｉ

一
九
九
〇
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会

調
査
担
当
者
　
重
金
　
誠

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
四
世
紀
末
ゞ

一
五
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

上
町
遺
跡
は
、
泉
佐
野
市
衡
の
ほ
ぼ
中
心
部
、
海
岸
線
か
ら
は
直
線
距
離
で

約

一
〇
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
。
付
近

一
帯
は
、
天
福
二
年

（
〓
〓
一四
）
に
九
条

家
に
よ
っ
て
立
荘
さ
れ
た
和
泉

国
日
根
荘
と
し
て
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

本
遺
跡
は
、　
一
九
八
七
年
度

に
泉
佐
野
市
教
育
委
員
会
が
実

施
し
た
、
南
海
電
鉄
泉
佐
野
駅

駅
上
地
区
再
開
発
事
業
に
先
立

つ
確
認
調
査
に
よ
っ
て
、
中
世

の
遺
物
や
掘
立
柱
の
柱
列
等
が

（
一
九
九
〇
年
）

（入
江
正
則
〉

54321

(岸和田)



1989年出上の木簡

検
出
さ
れ
て
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後

一
九
八
八
年
度
か
ら

再
開
発
事
業
予
定
地
内
の
調
査
を
動
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会
が
実
施
し
て
い

る
。
調
査
対
象
面
積
約
二
二
〇
〇
〇
∬
の
う
ち
、
八
九
年
度
と
合
わ
せ
て

一
四

〇
〇
〇
∬
余
り
の
調
査
を
終
え
、
今
年
度
も
継
続
中
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
ほ
ぼ
全
域
で
区
画
溝
を
伴

っ
た
屋
敷
地
群
と
墓
域
か
ら
な
る

集
落
跡
を
俊
出
し
た
。
規
模
の
判
明
す
る
屋
敷
地
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
長
辺

四
〇
ｍ
、
短
辺
三
〇
ｍ
の
長
方
形
に
巡
る
幅

一
イ
三
ｍ
の
溝
に
よ
っ
て
区
画
さ

れ
．て
お
り
、
そ
の
中
央
に
丼
戸
を
配
す
る
。
区
画
さ
れ
た
敷
地
は
、
溝
に
よ
っ

て
さ
ら
に
二
区
画
に
等
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
掘
立
柱
建
物
や
土
器
を
納
め
た

土
坑
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
江
府
、
屋
敷
地
群
の
区
画
は
、　
一
部
現
在
の

水
路
専
道
路
＾
田
畑
に
残
る
地
割
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
検
出
し
た
屋
敷
地
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
道
路
状
遺
構
と
区

画
溝
に
よ
っ
て
接
す
る
形
で
、　
一
定
の
ま
と
ま
り
を
み
せ
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
現
段
階
で
は
、
こ
れ
が
個
々
の
屋
敷
地
が
孤
立
分
散
し
て
展
開
す
る
従

来
の
散
村
形
態
か
ら
、
集
村
形
態

へ
移
行
す
る
過
渡
期
に
お
け
る
集
落
の
姿
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
の
調
査
の
進
展
を
待
ち
た
い
。

遺
物
は
、　
一
四
世
紀
末
ｉ

一
五
世
紀
代
に
属
す
る
も
の
が
大
半
で
、
主
に
区

画
溝
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
土
師
器
の
界

・
小
皿
や
瓦
質
土
器
の
甕

。
羽
釜

な
ど
日
常
雑
器
類
を
中
心
に
、
青
磁

・
白
磁

・
青
花
と
い
っ
た
輸
入
品
も
多
く

み
ら
れ
て
、
本
遺
跡
の
性
格
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
識
字
層
の
存
在
の

裏
付
け
と
も
な
る
硯
も
象
点
見
つ
か
っ
た
。

８
　
木
街
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
＜
の
い
ね

一
斗
五
升〔郎
己

。
「
＜
　
二
十
八
加
せ
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

溢
契
∞
Φ諾

木
簡
は
、
調
査
地
中
央
付
近
に
位
置
す
る
屋
敷
地
内
の
、
井
戸
の
最
下
層
か

ら
出
土
し
た
。
井
戸
は
素
掘
り
で
、
直
径

一
・
五
ｍ
の
精
円
形
を
呈
し
、
そ
の

深
さ
は
検
出
面
か
ら
四
ｍ
前
後
で
あ
る
。
共
伴
遺
物
の
出
土
量
は
多
く
、　
一
五

世
紀
に
属
す
る
土
師
器
や
瓦
質
土
器
製
品
が
大
半
を
占
め
、
木
製
品
は
曲
物
類

や
板
片
等
が
あ
る
。

木
街
は
上
端
に
切
込
み
が
あ
り
、
下
端
を
と
が
ら
せ
た
付
札
の
形
態
を
と
る
。

「
の
い
ね
」
に
つ
い
て
は
、
『
本
朝
食
鑑
』
や

『
農
業
全
書
』
に
、
畑
稲
あ
る
い

は
畠
稲
の
別
称
と
し
て

「野
稲
」
が
使
わ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
用
例
を

一
五
世
紀
代
ま
で
遡
ら
せ
て
考
え
て
も
差
し
支
え
な
け
れ
ば

「
の
い
ね
」
と
は

野
稲
を
指
し
、
水
稲
と
は
異
な
る
品
種
で
あ
る
畠
稲
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
ろ
う
。

ま
た

『
農
業
全
書
』
で
は
、
畠
稲
は
早
稲

（ひ
で
り
い
ね
）
で
あ
り

「凡
早
稲

を
作
る
地
は
、
水
田
に
し
て
は
水
乏
し
く
、
ま
た
畠
に
し
て
湿
気
あ
り
て
、
両

様
と
も
に
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
地
に
是
れ
を
う
ゆ
れ
ば

（下
略
ご

と
記
さ
れ
て
い

る
。
上
町
遺
跡
の
位
置
す
る
和
泉
地
方
は
、　
一
般
に
雨
の
少
い
瀬
戸
内
式
気
候

に
属
し
て
い
る
。
灌
漑
施
設
の
十
分
な
整
備
が
、
水
稲
栽
培
の
可
否
を
直
接
左

右
す
る
条
件
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
当
時
、
本
遺
跡
周
辺
の
す
べ
て
の
耕
地



で
水
稲
栽
培
が
可
能
な
ほ
ど
、
進
漑
施
設
が
整
備
さ
れ
て
は
い
な
か

っ
た
こ
と

を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
濯
漑
の
行
き
届
い
て
い
な
い

場
所
で
は
、
畠
稲
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
史
料
で
あ
る
と
考
え

た
い
。「二

十
八
加
上
酬
〕
〕に
つ
い
て
は
、
コ
一十
八
」
は
二
月
二
八
日
、
「加
せ
〔酌
覧

は
人
名
と
考
え
ら
れ
、
品
物
の
貢
納
に
関
わ
る
記
載
と
と
ら
え
て
お
き
た
い
。

な
お
、
羽
子
板
状
木
製
品
が
木
簡
と
共
伴
し
て
出
上
し
た
。
人
物
ら
し
き
絵

と
扇
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
参
考
ま
で
に
実
測
図
を
掲
げ
て
お
く
。

木
簡
の
釈
読

・
内
容
に
つ
い
て
は
、
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
藤
沢

一
夫
氏

と
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
方

々
か
ら
御
教
示
を
賜
わ

っ
た
。

９
　
関
係
文
献

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

『
泉
佐
野
駅
上
地
区
試
掘
調
査
報
告
書
』
盆

九
八
七

年
）働
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会

『
上
町
遺
跡
発
掘
調
査
』

（現
地
説
明
会
資
料
２２

一
九
八
九
年
）

同

『
上
町
遺
跡

（そ
の
３
）
発
掘
調
査
』
（現
地
説
明
会
資
料
２５
　
一
九
九
〇
年
）

重
金
　
誠

「泉
佐
野
市

・
上
町
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
」
翁
大
阪
府
下
埋
蔵
文
化

財
研
究
会

（第
２０
回
）
資
料
』
一
九
八
九
年
）

同

「上
町
遺
跡

（そ
の
２
ご

（第
２７
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
資
料

『
中
世
末
か
ら

近
世
の
ま
ち
。
む
ら
と
都
市
』
一
九
九
〇
年
）

『
古
事
類
苑
』
植
物
部

一
二

-0

20

木簡写真羽子板状木製品実測図



1989年出上の木簡

（追
記
）

成
稿
後
、
東
京
大
学
の
石
井
進
氏
か
ら
本
木
筒
の
記
載
内
容
に
つ

い
て
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
釈
文
そ
の
も
の
の
解
釈
に
も
関
わ
る
た

め
、
そ
の
要
点
を
略
述
す
る
。

一
、
野
稲

（の
い
ね
）
の
用
例
は

「入
来
文
書
」
中
に
あ
り
、
鎌
倉
期

ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

二
、

「加
せ
□
」
は

「加
せ
う
」
と
判
読
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
う
ち

「加
せ
う
」
に
つ
い
て
、
筆
者
個
人
と
し
て
は
調
査
地

の
南
西
約
三
血
の
泉
南
郡
田
尻
町
内
に

「嘉
祥
寺

（か
し
ょ
っ
じ
ご

の
地
名
が
現
在
も
残
っ
て
お
り
、
「
か
せ
う
じ
」
を
略
記
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（重
金
　
誠
）

お

ぞ

ね

大
阪
・小
曽
根
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
豊
中
市
北
条
町

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
一
月
ぞ
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
中
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
森
　
幸
三

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ｉ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
曽
根
遺
跡
は
豊
中
市
の
南
部
の
天
竺
川

・
高
川
に
換
ま
れ
た
標
高
約
四
ｍ

前
後
の
低
地
平
野
部
に
位
置
す
る
。
弥
生
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
複

合
遺
跡
で
あ
り
、
ま
た
文
治
五

年
盆

一
八
九
）
の
「春
日
社
領
垂

水
西
御
牧
榎
坂
郷
田
畠
取
帳
」

に
当
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

玄
０
。

醐

　

今
回
の
調
査
は
共
同
住
宅
建

囲

設
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
小
曽
根

伏

遺
跡
第

一
五
次
調
査
で
、
弥
生

時
代
中
期
の
竪
穴
式
住
居

・
重


